
　

　第 37 巻 2 号特集「整形外科疾患のクリティカルパス」をお届けします．

　医療技術の高度化や人口の高齢化に伴い国民医療費が増大するなか，限られた財政で質

の高い医療をいかに効率的に国民に提供するかが問われています．行政サイドは医療制度

改革や診療報酬改正などの政策面から，また医療サイドは最新の医療技術の開発，EBM 

に則した最適な医療の実施など，様々な取り組みが行われています．その手段の一つとし

てクリティカルパスの活用が注目され，在院日数の短縮化や効果的で標準的な治療プログ

ラムの実施を目的に理学療法の臨床場面にも早くから導入されています．昨年の日本理学

療法学術大会では，脳卒中，整形外科疾患，循環器疾患に関する 10 演題が報告されました．

　ややもすれば発症後や術後の時間軸に沿った各専門領域のかかわり方のみに注目しがち

ですが，むしろ時間軸ごとの目標と運動・処置などの内容がどのような根拠で作成された

か，またそれによる結果の吟味を厳密に行ってこそ，個々の患者に合った最適なクリティ

カルパス適用となり，より効率的な医療の実施となります．すなわちネガティブあるいは

ポジティブなバリアンスを理学療法士がどのように捉え対応するかがポイントで，その蓄

積が経験則を培う原点となり，チーム医療としての臨床力を高めることになります．

　今回，整形外科疾患を中心に取り上げ，竹村氏には大腿骨頸部骨折を，高家氏には変形

性膝関節症を，村木氏には腱板損傷を対象にしたクリティカルパス導入前後の比較，課題

などについて具体的数値を示しながら解説していただき，三氏ともバリアンスへの対応の

重要性を強調されています．甲斐氏は頸髄症に対するクリティカルパス導入過程の生みの

苦しみを率直に述べられており，行間からチーム医療のあり方が伝わってきます．石井氏

には腰椎術後の過程を運動学的な側面から解説していただきました．

　オムニバス形式の入門講座では，摂食嚥下障害のスクリーニング方法，ポジショニング

と下顎コントロール，アイスマッサージなど実践的なイラストや表の活用で，ワンポイン

トアドバイス以上の内容となっております．また講座では，質的なフィールドリサーチに

おける要点や調査方法を体系的に解説していただき，地域リハや生活行動などの質的研究

をする際に大変参考となります．

　介護老人保健施設や地域リハ領域における高齢者の新たなアプローチ方法として関心の

高い「パワーリハビリテーション」について，第一人者の竹内孝仁先生の特別寄稿を掲載

することができました．高齢者の活動力を基軸に生活能力，精神面などの向上を図るため

の具体的な目標，運動プログラムが紹介されております．

　今冬はインフルエンザの流行の兆しがありますので体調には十分留意してください．
 （鶴見隆正）
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